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[導入]

非侵襲的陽圧換気施行時には基本的には鎮静を

行わない O ところが不安・不穏が生じる際、鎮静

が必要になるときもある O 鎮静を行うと呼吸抑制

が生じ、呼吸数低下・略疾排出困難・誤礁などが

生じ NPPVが施行困難になることがある 。

デクスメデトミジン (DEX) は日 2刺激薬で呼

吸抑制 ・反射抑制がほとんどなく、抗不安効果も

あることが知られている 。 今回、 NPPV施行中の

鎮静薬として DEXが有効か評価した。

[方法]

対象 は ICUに入 室 した急性 11'['1吸不全の患者 10

名で、 NPPVを施行後 Ramsayスコア l、Richmond

Agitation and Sedation Scale + 1以上の症例である 。

DEX3μg/kg/hの初期負荷投与を 5-10分間施行後、

10例中 5例は 0.2-0.7μg/kg/h、残り 5例は 0.7μg/

kg/hを持続投与した O 目標鎮静レベルは Ramsay

スコア 2-3、RASスケ ール ー1--2であ った。評

価項目は気管挿管の有無、鎮静による合併症の有

無、 Ramsayスコア、 RASスケール、バイタルサイ

ン、血液ガスデータであった。データ取得時間は

投与開始直前、投与開始 6時間後まで l時間間隔、

9時間後と 12時間後、 NPPV離脱時、 NPPV離脱

後一時間であった。

[結果]

対象の平均年齢は 71.0:!: 10.6歳。 術後呼吸不

全 6例、心原性肺水腫 3例、胸郭変形による呼吸

不全 l例で、性別は男性 7例、女性 3例だった。

鎮静効果は一時間後より現れ、 Ramsayスコアで

2.94 :!: 0.94、RASスケ ールでは 1.23 :!: 1.30に車:(

持された。

脈拍、血圧は投与後一時間でやや低下が認めら

れたが昇圧剤の増量が必要な低血圧や徐脈は認め

なかった。P/Fratioは一時間後より徐々に改善し

た。PaC02は DEX投与後一時間より改善し、その

後大きな変化はなか った。PHは DEX投与後一時

間より上昇した。呼吸数は投与後二時間で低下し

た 症例は全例気符挿管を行わず に帰摂した 新

たな合併症は認め られなかった。

[考察l

NPPV施行中の軽度の不穏に対し DEXにより適

切な鎮静が行われた。呼吸状態に悪影響は与えず、

すべてのパラメーターは治療経過に伴い改善し

た。また、 DEXは鎮静作用に加え抗不安作用も あ

る。今回の症例では ICUに収容され NPPV治療を

すぐに開始されたことによ る大きな不安があ った

と思われる症例に対しでも DEXは効果的だ った。

今後は症例を増加しさ らなる有効性の確認を行い

たい。HR、血圧は軽度低下したが昇圧剤の増量や

新たな使用は必要としなかった。

[結 語I

Ramsayスコア l、RASスケール +1での NPPV

治療中の軽度の不穏に対し DEXは非常に有効な鎮

静剤である。




